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【提出日】平成21年5月18日(2009.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊離形または薬学的に許容される塩形の式（Ｉａ）
【化１】

〔式中、
Ｑは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ６および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８から選択され；
Ｒ２およびＲ３はＨであり；
Ｒ６はＨまたはＣ１－Ｃ８－アルキルであり；
Ｒ７はＨであり；
Ｒ８はＣ３－Ｃ１５シクロアルキルであり；
Ｒ１２およびＲ１３は独立して、水素、ハロゲン、ニトロ、またはＣ１－Ｃ８－アルキル
スルホニルであり；
Ｘは－ＣＨ２－、－ＳＯ－または－ＳＯ２－であり；そして
Ｗは１である〕で示される化合物。
【請求項２】
　［４－クロロ－２－（５－クロロ－２－メトキシカルボニルメトキシ－ベンジル）－フ
ェノキシ］－酢酸；
［４－クロロ－２－（５－クロロ－２－エトキシカルボニルメトキシ－ベンジル）－フェ
ノキシ］－酢酸；
［４－クロロ－２－（５－クロロ－２－イソブトキシカルボニルメトキシ－ベンジル）－
フェノキシ］－酢酸；
［４－クロロ－２－（５－クロロ－２－イソプロポキシカルボニルメトキシ－ベンジル）
－フェノキシ］－酢酸；
［４－ブロモ－２－（５－ブロモ－２－カルボキシメトキシ－ベンジル）－フェノキシ］
－酢酸；
［４－クロロ－２－（５－クロロ－２－シクロプロピルカルバモイルメトキシ－ベンジル
）－フェノキシ］－酢酸；
［４－フルオロ－２－（５－フルオロ－２－カルボキシメトキシ－ベンジル）－フェノキ
シ］－酢酸
［２－（２－カルボキシメトキシ－５－クロロ－ベンジル）－フェノキシ］－酢酸；
｛４－クロロ－２－［２－カルボキシメトキシ－５－クロロ－フェニルスルファニル］－
フェノキシ）－酢酸；
｛４－クロロ－２－［ベンゼンスルホニル－５－クロロ－２－カルボキシメトキシ］－フ
ェノキシ酢酸；
４－［２－（２－カルボキシメトキシ－５－クロロ－ベンジル）－４－クロロ－フェノキ
シ］－酪酸；
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［２－（２－カルボキシメトキシ－５－クロロ－ベンジル）－４－ニトロ－フェノキシ］
－酢酸；
２－［２－（２－カルボキシメトキシ－５－クロロ－ベンジル）－４－クロロ－フェノキ
シ］－２－メチル－プロピオン酸；
［２－（２－カルボキシメトキシ－５－クロロ－ベンゾイル）－４－クロロ－フェノキシ
］－酢酸；および
［２－（２－カルボキシメトキシ－５－メタンスルホニル－ベンジル）－４－クロロ－フ
ェノキシ］－酢酸から選択される請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　医薬として使用するための請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項５】
　炎症またはアレルギー状態、特に炎症性または閉塞性気道疾患の処置のための請求項１
または２に記載の化合物の使用。
【請求項６】
　遊離形または薬学的に許容される塩形の請求項１で定義される式（Ｉａ）の化合物の製
造法であって、
（ｉ）（Ａ）式
【化２】

〔式中、Ｒ１０はＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ１５－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ８－
アルキル（Ｃ６－Ｃ１５－芳香族性炭素環式基）およびＣ６－Ｃ１５－芳香族性カルボン
酸基から選択され；そして
他の全ての記号が上記定義のとおりである〕である化合物のエステル基－ＣＯＯＲ１０を
開裂するか、または
（Ｂ）
Ｑが－ＣＯＯＲ６または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８であり；
Ｒ６がＣ１－Ｃ８－アルキルであり；そして
Ｒ７およびＲ８が上記定義のとおりである式（Ｉａ）の化合物の製造のために、
Ｑが－ＣＯＯＮである式（Ｉａ）の化合物の適当なエステル化またはアミド化し；そして
（ｉｉ）遊離形または薬学的に許容される塩形の得られた式（Ｉａ）の化合物を回収する
段階を含む方法。
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